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今回、表紙でご紹介した設計担当者のコメントです。

狭すぎず、広すぎず、ちょうどサイズのLDK

毎年恒例！

★  この３日間限りの特典がございます。★

皆様のお越しを心よりお待ち申し上げております。

むし暑い残暑が続きますが、みなさまお元気にお過ごしでしょうか。  
最近、ホームページをリニューアルいたしました。まだまだ、未熟なところが多いと思います。  
みなさまのご意見・ご感想を、」ぜひお聞かせください。よろしくお願い致します。

あとがき

耐震強化のため外部に  
耐震ボードを貼りました

木材同士をしっかりと

耐震金物で接合します

収納を設置してLDKをスッキリと

対面キッチンのスタイルで、会話が弾むLDKへ！

タカラスタンダード  エーデルI型2400

キッチン  定価：715,050-（税込み）

屋根の傾斜に合わせて木材を

化粧出しにしたリビングの増築

（7.5帖）

（LDKは14.5帖です）

「もう1部屋欲しい。収納が欲しい。」とのご希望から始まった  
今回のリフォーム計画では、寝室  と  LDK を重視することとなりました。

南西の空きスペースを利用して1室増築することは決まっており、  
ここを、寝室にして、LDKを現在のDKと居間を1ルームとして東西に広がるLDKとするか  
または、増築部分と現在の居間をLDKとして1ルームにするか  
2通りのパターンがありました。

増築することにおいてのメリットは、部屋が広くなること。  
デメリットは、現在の居間の採光が遮られ、暗い部屋になってしまうこと。  
このようなことから、やはり増築部分の日当り良好スペースを日常生活空間の居間にして、  
その北方向にキッチンスペースを配置して1ルームのLDKとし、  
寝室も日当りがよい南東に配置することがベストだと判断し、  
今回採用していただきました間取りを  “おすすめ”  としてご提案しました。  
収納も日常の生活の場であるLDKに2ヶ所設けました。

私の設計のこだわりとしては、  必ずLDKに収納があることです。  
どうしても、常に居る部屋は大物・小物が多く集まってしまい、

雑然としてしまうからです。出し入れしやすい収納。これからも考えます。



（T・ENOHATA)

エッセイ
パナソニック電工  

Living Station  “トリプルワイドIH”  新登場

■パナソニックキッチンは、日本のシステムキッチンで初めて横並び３口IHを組み込みました。  
下ごしらえから、調理、盛り付けまで、流れるように作業できる新しい料理スタイルです。

約16ｃｍ

下ごしらえや盛り付けに、手前の  
スペースが有効活用できます。

段差1.9mm
IHとカウンターの段差がわずか  
1.9mm（CD約1枚分）。  
調理スペースが広く使える。

横並びのIH ムダな動き無しで、同時に3つの調理が  
安全に楽にできます。

奥行きの浅いﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞをご用意。  
（トリプルワイドIH専用）  
背の高い方もフードを気にせず  
作業できます。

約43ｃｍ

料理に、お手入れに、収納に、デザインに。  リビングステーションならではの新発想。  
「システムキッチン」から「リビングステーション」キッチンへ、人が集まる・家族がつながる・  
未来へとつながる 「リビングや家族」の中心になるキッチンです。

■4つのコンセプト  
01 テキパキ料理  
動きがスムーズ。姿勢がラク。3口IHトリプルワイドの新調理スタイル。  
02 おそうじラクラク  
形状・素材・表面加工で、おそうじラクラクの清潔キッチン。  
03 たっぷり収納  
空間を有効活用。適材適所の高効率収納。  
04 選べる楽しさ  
調理スタイルや好みに合わせて機能やデザインを最適コーディネート。

I型アイランドプラン  加熱機器：トリプルワイドIH ＊写真キッチン機器のみ  
スタンダードグレード  ST40シリーズ  T40チャコール柄  定価約208万円（税込）

キッチンの家具化・・・デザインコンセプトにこんな言葉がのっていました。「さまざまな機能の詰まったシンプル  
できれいな箱。それを部屋に置けば、そこがキッチンになる。そこに人が集まり、話し、作りながらの集いが自  
然に生まれます。人が囲める幸せなキッチンの姿は、もうリビングと分離した台所という部屋ではなく、空間に  
置かれた家具のようになる。・・・」  と。  
従来のシステムキッチンを、リビングの一部として考える。共感できる考え方です。また、横並びのIHは、使い  
やすそうというのが、第一印象でした。キッチンと収納棚、家電収納棚などを統一感ある色合いで揃えたら、  
よりリビング空間に馴染むようになると・・・。こういった、ライフスタイルもおすすめです。

亡くなった父の好物は、瓶詰めの海栗（ウニ）と、ビールのジョッキに新鮮卵5個割り入れ、

螺鈿（らでん）の入った小浜（おばま）の塗り箸で、カシャカシャと混ぜての一気飲みと、

古新聞の上で、スイカにかぶり付き、塩の小皿に器用に種を吐き集めるのと、

何といっても、  「うなぎ」  である。

残念ながら、当時子供の頃の僕ら兄弟姉妹は誰一人、  「うなぎ」  の  「う」  の字も見たことが

無い。どうやら、  父は外でこっそりと食べていたようである。皆が独り立ちしたときに、

父に会うと、必ず  「おい！うなぎいこかぁ？」  である。

暑い夏はやっぱり父の血のせいか、  「うなぎ」  が食べたい！

特に、岡崎の  「はせべ」  の  「うなぎ」  はたまりません！

まずは、  「うざく」  これは胡瓜の酢の物の上に香ばしく焼いたうなぎの切れ身がのってます。

次に、  「う巻き」  これは出し巻き卵の中にうなぎが入っていて、とろっとして、

そして、通は  「うなぎの素焼き」  をさっぱりと生姜醤油で、

とどめは、ほかほかの  「うなぎの蒲焼」

ああっ最高ですなぁ！

そう言う訳で、  「はせべ」  を堪能した後に、本屋で立ち読みの腹ごなし～

「求めない」  加島祥造  
帯にこう書いてある ・ ・ ・ すると、 何かが変わる。  
１３．５×１４．５ｃｍの小さな本である。  
ペラペラと覗くと、

求めないー  すると  簡素な暮らしになる  
求めないー  すると  いまじゅうぶんに持っていると気づく  
求めないー  すると  いま持っているものが  いきいきとしてくる  
こんな感じで、  求めないで始まる詩集になっています。  
求めないー  すると  それでも案外  生きてゆけると知る  
求めないー  すると  改めて  人間は求めるものだ  と知る  
求めないー  すると  心が静かになる  
求めないー  すると  楽な呼吸になるよ

僕はこの本を即座に￥１，  ３００で購入しました。

著者の加島先生は英文学の権威で、今は信州の伊那谷の山里で、家族と離れひっそりと

暮らしています。  「老子」  に出会い、  たぶん  求めないことを発見されたのだと思います。

信州の伊那谷は日本のチロルと呼ばれています。  生きていくこと、  生きることの

ほんとうの原風景がそこにはあるみたいです。

僕も近い将来そこに落ち着きたいと思います。

これは・・・・・・・求めてる・・・・・・・？

アカン！

贅沢な  「うなぎ」  の昼飯の後に、こんな素晴らしい本に出合えました。

晩御飯は  「ちりめんじゃこ」  に  「わかめの味噌汁」  に  「塩昆布」  だけにしとこう～

求めないー  すると  「うなぎ」  が  「ちりめんじゃこ」  になる

悟った。

「求めない」  加島祥造  著

（カタログ掲載内容）

3口IHトリプルワイドIH機器  JGS11EB153 幅90ｃｍ  定価312,900円（税込）

【下ごしらえ（天ぷら）】
調理スペースで下ごしらえ。

【予熱】
油を予熱しながら、
天ぷらの衣を準備。

【揚げる】
IHが奥にあるので油の  
飛散が少なく安心。

【盛り付け】
手前のスペースを活用。
ラクに油切りや盛り付け。

■一人で使う場合は「連続技」で、調理がスムーズ。

今回のｲﾍﾞﾝﾄでのﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄには

除外させていただきます
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